
立命館宇治高等学校　「法政特殊講義」後期：私法
第１２回　②消費者契約：学納金不返還特約＜３＞

2010.01.14. 佐藤　敬二

はじめに

1)本日の講義内容

　1.50分→意思表示・無効・取消について講義→　コメントペーパー作成

2.50分→最高裁判決を読む　　　　　　　　→　結果をレジュメに書き込む

3.50分→班で議論して見解を作る　　　　　→　次週に発表・議論
2)今回の講義内容：班で議論して見解を作る

　→手順　1.論点について自らの見解を作成する

　　　　　　　その際に、自らの立場、その理由、採用しない立場の採用しない理由、が必要

          2.班長を決める

　　　　　3.班長が司会して、各人が班内で発表する

　　　　　4.全体で議論して、班の見解を決める

　　　　　5.次週に、班長の指名した者が発表する（予告）
＊講義テーマ：学納金不返還特約の拘束力を全面的に承認してよいのか。

1． 入学金と授業料を区別することの是非

	＜自らの立場＞



	＜理由＞



	＜採用しない立場への反駁＞




２．3月末までの辞退と４月以降の辞退を区別することの是非

	＜自らの立場＞



	＜理由＞



	＜採用しない立場への反駁＞




３．2001年以前と2002年以降を区別することの是非

	＜自らの立場＞



	＜理由＞



	＜採用しない立場への反駁＞




☆入学金と授業料を区別することの是非

1.班内で自らの意見を述べる

	名前
	結論
	理由
	反駁

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


2.班の意見を決める

	結論
	理由
	反駁

	
	
	


☆3月末までの辞退と４月以降の辞退を区別することの是非

1.班内で自らの意見を述べる

	名前
	結論
	理由
	反駁

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


2.班の意見を決める

	結論
	理由
	反駁

	
	
	


☆2001年以前と2002年以降を区別することの是非

1.班内で自らの意見を述べる

	名前
	結論
	理由
	反駁

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


2.班の意見を決める

	結論
	理由
	反駁
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